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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

大 型 連 休 頃 に 五 百 羽 程 の 群れ が 飛 来 し ま す 。 セ ブ ン ホイ ッ ス ラ ー と 呼 ば れ る ホ イピ ピ ピ ピ ピ ピ ピ と い う 鳴 き声 も 目 立 つ の で 探 し て み てく だ さ い 。

柄
ひ

杓 し ゃ く

の よ う な 長 い

嘴 く ち ば し

を

持 ち 、 よ く 似 た ダ イ シ ャク シ ギ と コ シ ャ ク シ ギ の中 間 の 大 き さ で あ る こ とが 名 前 の 由 来 。 干 潟 の カニ が 主 な エ サ で 、 カ ニ の巣 穴 に 嘴 を 差 し 込 ん で 探し ま す 。 カ ニ の 掘 る 穴 がま っ す ぐ で は な く 少 し 曲が っ て お り 、 隠 れ る カ ニを 探 す た め に 湾 曲 し た 形の 嘴 が 役 立 つ よ う で す 。
山 口 湾 の 干 潟 で は 春 の

6 1

チ ュ ウ シ ャ ク シ ギ

チ ド リ 目 　 シ ギ 科
［ 全 長 ］ 　 4 2 ㎝
［ 時 期 ］ 　 春 と 秋 の 渡 り の 時 期 に 見 ら れ る 旅 鳥

F a c e b o o k ペ ー ジ に

飛 ん で み よ う ！

チ ュ ウ シ ャ ク シ ギ
の エ サ 捕 り

新 光 産 業 き ら ら 浜 自 然 観 察 公 園

寺 本

明 広

昨  年  も  多  く の  人  で  に ぎ  わ っ た

り 参 加 大 歓 迎 」 と 主 催者 。
湯 田 自 動 車 学 校 に は 、

「 Ｙ Ｕ Ｄ Ａ モ ー タ ー フ ェス 」  、  「 キ ッ チ ン カ ー フ ェス テ ィ バ ル 」  、 各 日 約

1 0

組 が 出 演 す る 「 自 校 ス テー ジ 」 な ど の コ ー ナ ー が設 置 さ れ る 。
６ 日 の ク ラ イ マ ッ ク ス

は 、 午 後 ７ 時 か ら の 「 たい ま つ 行 列 」  。 白 ギ ツ ネに
扮 ふ ん

し た 子 ど も た ち 約 １

０ ０ 人 が 、 た い ま つ を 手に 、 車 両 通 行 止 め と な る湯 の 町 街 道 （ 県 道 ２ ０ ４号 線 ） を 練 り 歩 く 。
翌 ７ 日 は 、 午 前 ９ 時 半

か ら 午 後 ３ 時 半 ま で 、 同街 道 は 歩 行 者 天 国 に なる 。 午 前

1 0時 か ら の 「 白

狐 パ レ ー ド 」 で は 、 湯 田温 泉 Ｐ Ｒ キ ャ ラ ク タ ー の湯 田 ゆ う 太 ・ ゆ う 子 、 山口 市 消 防 音 楽 隊 、 維 新 の志 士 や

花 お い ら ん

魁
な ど に 仮 装 し

た 人 た ち が 、 音 楽 に 合 わせ て に ぎ や か に 行 進 する 。

1 1時 か ら の 「 総 踊

り 」 で は 、  「 湯 田 温 泉 にＫ Ｏ Ｎ 来 ん ？ 」 や 「 恋 する フ ォ ー チ ュ ン ク ッ キー 」 な ど が 披 露 さ れ る 。
昨 年 初 開 催 さ れ た 「 湯

田 温 泉 ぶ っ か け ま つ り 」は 、 今 年 も 継 続 。 通 り を練 り 歩 く み こ し に 、 水 鉄砲 、 ひ し ゃ く 、 ホ ー ス など で 約

4 0㌧ も の 温 泉 を か

け あ う 参 加 型 イ ベ ン トだ 。 大 分 県 ・ 別 府 市 「 別府 八 湯 温 泉 ま つ り 」 の 目玉 企 画 「 湯 ぶ っ か け ま つり 」 に 倣 っ た 催 し で 、 山口 青 年 会 議 所 が 「 本 家 」の 許 可 も 取 っ て 企 画 した 。 午 後 ２ 時 か ら

4 0分 間

に わ た り 開 か れ る 。
問 い 合 わ せ は 、 同 実 行

委 員 会 （

☎
０ ８ ３

－

９ ２

５

－

６ ８ ４ ３ ） へ 。 な

お 、 エ リ ア 内 の 車 両 通 行規 制 に よ り 、 防 長 バ ス 、Ｊ Ｒ バ ス 、 山 口 市 コ ミ ュニ テ ィ バ ス の ル ー ト は 、両 日 と も 変 更 さ れ る 。

「 湯 田 温 泉 白 狐 ま つり 」  （ 同 実 行 委 員 会 主催 ） が 、 き ょ う ６ 日 と あす ７ 日 の 午 前

1 0時 か ら 、

山 口 市 の 湯 田 温 泉 街 一 帯で 開 催 さ れ る 。 ６ 日 は 午後 ８ 時 ま で で 、 ７ 日 は 午後 ３ 時 半 ま で 。
本 部 も 置 か れ る 井 上 公

園 の 「 公 園 ス テ ー ジ 」 では 、 各 日 約

1 5団 体 ・ 個 人

に よ る 音 楽 演 奏 、 ダ ンス 、 マ ジ ッ ク な ど が 、 ２日 間 に わ た っ て 披 露 さ れる 。 さ ら に 公 園 内 で は 、白 狐 福 引 （ １ 回 ３ ０ ０円 、 両 日 ）  、  「 日 帰 り 入 浴券 ガ チ ャ 」  、  「 狐 の フ ェ イス ペ イ ン ト 」 な ど も 。 また 、 こ こ 数 年 「 お 菓 子 の配 布 」 に 変 更 さ れ て い た「 も ち ま き 」 も 復 活 する 。 ６ 日 は 正 午 か ら で 、７ 日 は 午 後 ３ 時 か ら 。
中 原 中 也 記 念 館 前 庭 で

は 、  「 温 泉 街 の 朗 読 会 」（ 両 日 午 前

1 1時 〜 午 後 ３

時 ） が 開 か れ る 。 自 由 参加 の 朗 読 会 で 、  「 飛 び 入

多 彩 な 催 し が ２ 日 間

湯 田 温 泉 白 狐 ま つ りき ょ う ・ あ  す



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） ４ 月 ６ 日 ㈯ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

感 謝 状 を 受 け た 椙 山 理 事 長 （ 左 ）と 伊 藤 市 長

岡 林 立 哉

良 い 気 分

ぐ 。 詩 っ て 何 ？

な ん て 疑 問 が こ ん な

時 に 湧 い て き ま し た 。 ほ ら 、 試 験 が 近い の に 部 屋 の 片 づ け を 始 め た り す る 、そ ん な 気 持 ち 。 ど う し よ う 、 と 図 書 館を う ろ う ろ し て い た ら 三 木 卓 氏 の 「 詩の 玉 手 箱 」 が 目 に つ き ま し た 。 ど ん な玉 手 箱 ？

何 か 書 く ヒ ン ト が あ る か し

ら 、 と い う 不 純 な 気 持 ち で 頁 を め く りま し た 。 す ぐ に 泣 き ま し た 。
か な し み

　 　

石 垣 り ん

私 は 六 十 五 歳 で す 。 ／ こ の あ い だ 転 んで ／ 右 の 手 首 を 骨 折 し ま し た 。 ／ な おっ て も 元 の よ う に は な ら な い と ／ 病 院

所 属 す る 詩 誌 に 詩 を 書 い
て 提 出 し な け れ ば な り ま せん 。 締 め 切 り 日 は も う す

で 言 わ れ ／ 腕 を さ す っ て 泣 き ま した 。 ／ 「 お 父 さ ん ／ お 母 さ ん ／ ご めん な さ い 」 ／ 二 人 と も ／ と っ く に 死ん で い ま せ ん が ／ 二 人 に も ら っ た 体で す 。 ／ 今 も 私 は こ ど も で す 。 ／ おば あ さ ん で は あ り ま せ ん 。
喜 び

　 　

高 見

順

う ん こ が 出 た ／ は じ め 固 く ／ あ と やわ ら か く 快 く ／ ／ お マ ル に ま た が り／ 僕 は 幸 福 だ ／ 僕 は 起 き て

う ん こ

が で き る の だ ／ た だ た だ

う ん こ を

す る こ と に 専 念 す る ／ 小 説 の 筋 を 考え な が ら

う ん こ を し な い ／ 新 聞 を

読 み な が ら

う ん こ を し な い

大 笑 い 。 泣 い た り 笑 っ た り 。 私 の
心 が 元 気 に 律 動 し 始 め ま し た 。 な んだ か 書 け そ う な （ ？ ） 気 分 で すが ・ ・ ・ 。

 １ 行 記 事 １ ８ 回 目 を 迎 え る 「 吉 田 松 陰 顕 彰 吟 詠 コ ン ク ー ル 全 国 大 会 」 が 、 あ す ７ 日 に 萩 市 民 館 （ 萩 市 江 向 ） で 午 前 ９ 時 半 か ら 開 催 さ れ る 。 サ ン デ ー 山 口 な ど 後 援 。

２ ０ ２ ４ 年 の 公 示 地 価

（ 基 準 日

：

１ 月 １ 日 ）

で 、 山 口 市 の 「 標 準 地 」の 平 均 価 格 （ １ 平 方 ㍍ 当た り ） は 、 住 宅 地 （

1 2地

点 ） が ３ 万 ７ ０ ０ ０ 円 、商 業 地 （ ９ 地 点 ） が ７ 万８ ５ ０ ０ 円 。 全 国

4 7都 道

府 県 庁 所 在 地 中 、 住 宅 地が

4 5位 で 商 業 地 は

4 2位

と 、 ど ち ら も 昨 年 と 順 位は 変 わ ら な か っ た 。 また 、 住 宅 地 は 県 内

1 7市 町

（ 阿 武 町 と 上 関 町 は 地 点
な し ） 中 ５ 位 （ 昨 年 は ５位 ） で 、 商 業 地 は 同 じ く３ 位 （ 同 ３ 位 ） だ っ た 。

山 口 市 の 平 均 変 動 率
は 、 住 宅 地 が プ ラ ス １ ・１ ％ （ 同 プ ラ ス ０ ・ ７％ ） で 商 業 地 は プ ラ ス０ ・ ７ ％ （ 同 プ ラ ス ０ ・４ ％ ）  。 都 道 府 県 庁 所 在地 に お け る 順 位 は 、 前 者が 昨 年 の

2 4位 か ら

2 2位 に

上 が り 、 後 者 は

3 1位 の ま

ま だ っ た 。
一 方 、 県 の 標 準 値 平 均

価 格 は 、 住 宅 地 （ １ ９ ０地 点 ） が ３ 万 ４ ９ ０ ０ 円で 、 商 業 地 （

9 5地 点 ） が

６ 万 ２ ７ ０ ０ 円 。 前 者 は昨 年 と 同 じ 全 国

3 7位 だ っ

た が 、 後 者 は

3 7位 か ら

3 9

位 に 落 ち た 。 全 国 平 均（ そ れ ぞ れ

1 3万 円 、

6 4万

５ ０ ０ 円 ） と 比 較 す ると 、 住 宅 地 は ７ 割 以 上 、商 業 地 は ９ 割 以 上 安 い 水準 だ 。 ま た 、 平 均 変 動 率

は 、 住 宅 地 が プ ラ ス ０ ・５ ％ （ 同 プ ラ ス ０ ・ ４％ ） で 、 商 業 地 が プ ラ ス０ ・ ３ ％ （ 同 ０ ・ ０％ ）  。 全 国 順 位 は 、 前 者が

2 2位 （ 同

2 0位 ） で 後 者

が

2 4位 （ 同

2 4位 ） だ っ

た 。 全 国 平 均 は 、 前 者 がプ ラ ス ２ ・ ０ ％ （ 同 プ ラス １ ・ ４ ％ ） で 後 者 が プラ ス ３ ・ １ ％ （ 同 プ ラ ス１ ・ ８ ％ ）  。 全 国 平 均 伸び 率 が ２ ％ を 超 え た のは 、 バ ブ ル 期 の １ ９ ９ １年 以 来 の こ と だ 。
ま た 、 美 祢 市 の 標 準 値

平 均 価 格 は 、 住 宅 地 （ ４地 点 ）  、 商 業 地 （ ２ 地点 ） と も 県 内 最 低 。 住 宅地 は ９ ５ ０ ０ 円 と 県 内 で唯 一 １ 万 円 を 割 り 込 ん でい る 。 商 業 地 は １ 万 ８ ９０ ０ 円 で 、 周 防 大 島 町 と同 じ 価 格 だ っ た 。 平 均 変動 率 は 、 住 宅 地 が マ イ ナス １ ・ ９ ％ （ 同 マ イ ナ ス１ ・ ５ ％ ） で 、 商 業 地 はマ イ ナ ス ０ ・ ６ ％ （ 同 マイ ナ ス １ ・ １ ％ ）  。
県 内 市 町 を 平 均 価 格 の

高 い 順 に 並 べ る と 、 住 宅地 は ① 和 木 町 （ ６ 万 ９ １０ ０ 円 ） ② 岩 国 市 （ ４ 万４ ８ ０ ０ 円 ） ③ 下 松 市（ ３ 万 ９ ４ ０ ０ 円 ） ④ 下関 市 （ ３ 万 ８ ８ ０ ０ 円 ）⑤ 山 口 市 ⑥ 周 南 市 （ ３ 万５ ３ ０ ０ 円 ） ⑦ 光 市 （ ２万 ９ １ ０ ０ 円 ） ⑧ 柳 井 市（ ２ 万 ８ ６ ０ ０ 円 ） ⑨ 防府 市 （ ２ 万 ７ １ ０ ０ 円 ）⑩ 宇 部 市 （ ２ 万 ６ ９ ０ ０円 ） ⑪ 山 陽 小 野 田 市 （ ２万 ４ ８ ０ ０ 円 ） ⑫ 萩 市（ ２ 万 ４ １ ０ ０ 円 ） ⑬ 平生 町 （ １ 万 ９ ８ ０ ０ 円 ）⑭ 田 布 施 町 （ １ 万 ８ １ ００ 円 ） ⑮ 長 門 市 （ １ 万 ６７ ０ ０ 円 ） ⑯ 周 防 大 島 町（ １ 万 ３ ５ ０ ０ 円 ） ⑰ 美祢 市 。
商 業 地 は 、 ① 岩 国 市

（ ８ 万 ９ ０ ０ 円 ） ② 和 木町 （ ８ 万 ４ ０ ０ 円 ） ③ 山口 市 ④ 下 関 市 （ ６ 万 ７ ７０ ０ 円 ） ⑤ 下 松 市 （ ６ 万６ ５ ０ ０ 円 ） ⑥ 周 南 市（ ６ 万 ５ ２ ０ ０ 円 ） ⑦ 防府 市 （ ６ 万 １ ８ ０ ０ 円 ）⑧ 宇 部 市 （ ５ 万 ３ ０ ０円 ） ⑨ 光 市 （ ５ 万 円 ） ⑩萩 市 （ ４ 万 ５ ９ ０ ０ 円 ）

⑪ 柳 井 市 （ ３ 万 ８ ６ ０ ０円 ） ⑫ 山 陽 小 野 田 市 （ ３万 ７ １ ０ ０ 円 ） ⑬ 長 門 市（ ３ 万 ４ ０ ０ ０ 円 ） ⑭ 田布 施 町 （ ３ 万 ３ ５ ０ ０円 ） ⑮ 平 生 町 （ ２ 万 ９ １０ ０ 円 ） ⑯ 美 祢 市 ・ 周 防大 島 町 。（ 土 ）  午 前

1 0時 半 か ら 船 平

山 展 望 台 （ 山 口 市 阿 東 徳佐 ） で 開 か れ る 。

岡 林 は 、 日 本 で 数 少 な
い と 言 わ れ て い る モ ン ゴル の 音 楽 、 ホ ー ミ ー （ 歌唱 法 ） お よ び 馬 頭 琴 （ 弦楽 器 ） の 演 奏 者 だ 。 １ ９９ ８ 年 、 旅 先 の モ ン ゴ ルで ホ ー ミ ー の 音 色 に 魅 せら れ 、 モ ン ゴ ル 奥 地 で 遊牧 民 の 楽 曲 や 歌 、 文 化 を学 び 始 め た 。 ２ ０ ０ ２ 年か ら 約 ２ 年 半 、 馬 頭 琴 を携 え て ヨ ー ロ ッ パ 、 南 ・北 ア メ リ カ を 演 奏 し な がら 放 浪 。

0 4年 の 帰 国 後

は 、 遊 牧 民 か ら 学 ん だ 多く の 歌 や モ ン ゴ ル の 話 とと も に お く る コ ン サ ー ト

３ 千 円 、 高 校 生 以 下 １ 千円 。 参 加 す る に は 、 主 催す る 山 口 観 光 コ ン ベ ン ショ ン 協 会 徳 地 支 部 （

０

８ ０

－

２ ９ １ ６

－

８ ８ ７

８ 、

tokudi2005@yahoo.
co.jp ） へ の 事 前 申 し 込 み

が 必 要 だ 。 申 し 込 み は 、応 募 フ ォ ー ム （ Ｑ Ｒ コ ード か ら ） か メ ー ル で 、 代表 者 の 氏 名 ・ 連 絡 先 ・ 会場 ・ 人 数 を 伝 え る 。 料 金は 現 地 で 支 払 う 。
同 支 部 の 丸 本 華 代 さ ん

は 「 両 会 場 と も 、 馬 頭 琴の 音 色 に ぴ っ た り の 場 所だ と 思 う 。 春 の ひ と とき 、 モ ン ゴ ル の 風 を 感 じに 来 て ほ し い 」 と 来 場 を

岡 林 立
哉 ソ ロ ライ ブ 「 馬頭 琴 と ホー ミ ー の調 べ 」が 、

1 2日

（ 金 ）  午 後６ 時 半 から 洞 春 寺（ 山 口 市水 の 上 町５ ） で 、翌

1 3
日

公 示 地 価 と は 、 適 正 な
地 価 の 形 成 に 寄 与 す る ため 、 国 土 交 通 省 が 毎 年 １月 １ 日 時 点 の 標 準 地 の 価格 を ３ 月 に 公 示 す る もの 。 一 般 の 土 地 取 引 に 対し て 指 標 を 与 え る 、 不 動産 鑑 定 の 規 準 と な る 、 公

共 事 業 用 地 の 取 得 価 格 算定 の 規 準 と な る 、 土 地 の相 続 評 価 お よ び 固 定 資 産税 評 価 に つ い て の 基 準 とな る 、 国 土 利 用 計 画 法 によ る 土 地 の 価 格 審 査 の 規準 と な る 、 等 が 主 な 役 割だ 。

県 庁 所 在 地 ・ 山 口 市 の 公 示 地 価
住 宅 地 4 5 位 ・ 商 業 地 4 2 位 で 全 国 順 位 変 わ ら ず

応  募  フ ォ ー  ム

呼 び か けて い る 。

洞 春 寺 と 船 平 山 展 望 台 で

岡 林 立 哉 「 馬 頭 琴 と ホ ー ミ ー の 調 べ 」
1 2日

山 口 市 と 瑠 璃 光 寺 に ３ ０ ０ 万 円 ず つ 寄 付

萩 山 口 信 金 が 米 紙 選 出 を 受 け て
萩 山 口 信 用 金 庫 は 、

１ 月 に 米 紙 ニ ュ ー ヨ ーク ・ タ イ ム ズ の 「 ２ ０２ ４ 年 に 行 く べ き

5 2カ

所 」 の ３ 番 目 に 山 口 市が 紹 介 さ れ た こ と を 受け て 、 観 光 客 受 け 入 れの た め の 基 盤 整 備 に 活用 し て も ら お う と 、 ３０ ０ 万 円 を 同 市 に 寄 付し た 。

３ 月

1 1日 に 市 役 所 で

「 受 領 式 」 が 開 催 。 同 信

金 の 椙 山 一 生 理 事 長 が 伊藤 和 貴 市 長 に 目 録 を 手 渡し 、 同 市 か ら は 感 謝 状 が贈 ら れ た 。
寄 付 金 は 、 公 衆 無 線 Ｌ

Ａ Ｎ 環 境 の 構 築 や 、 観 光拠 点 に お け る 多 言 語 対 応機 器 の 整 備 な ど に 充 て られ る 。
同 金 庫 は 、 ３ 月

1 8日 に

は 瑠 璃 光 寺 に も ３ ０ ０ 万

円 を 寄 付 し た 。 五 重 塔の
檜 ひわだぶき

皮 葺

屋 根 の 全 面 葺

き 替 え 工 事 を 支 援 す るた め 。「 五 重 塔 は 国 宝 で あり 、 山 口 市 の 観 光 の シン ボ ル 。 山 口 市 に 本 店を 置 く 金 融 機 関 で あ る当 金 庫 と し て は 、 こ の重 要 な 観 光 資 源 の 維 持に 積 極 的 に 貢 献 し た いと 考 え て い る 。 今 回 の寄 付 が 、 支 援 す る 機 運の 高 ま り に つ な が れば 」 と 同 金 庫 。

を 、 マ イ ク 無 しの 生 音 に こ だ わり つ つ 、 毎 年 １０ ０ ス テ ー ジ 以上 行 っ て い る 。
料 金 は 、 一 般
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今 期 新 加 入 の ＃

1 9山 本

駿 亮 選 手 。 ８ 節 終 了 時 点で 全 試 合 出 場 中 で す 。
３ 月

2 4日 の 愛 媛 戦 は 、

2 5歳 の バ ー ス デ ー マ ッ
チ 。 試 合 後 、 試 合 運 営 ボラ ン テ ィ ア の 方 々 に 誕 生日 を 祝 わ れ 、  「 自 分 も 高川 学 園 時 代 に レ ノ フ ァ のボ ラ ン テ ィ ア に 参 加 し 、チ ー ム へ の 想 い が 増 し

た 。 し っ か り 活 躍 し て 、皆 さ ん に 応 え た い 」 と 挨拶 。
そ の 翌 節

3 0日 の 甲 府 戦

で は 有 言 実 行 、 Ｊ ２ 初 得点 を 記 録 し 、 ２

－

０ で の

勝 利 に 貢 献 し ま し た 。 山口 で 育 ち 、 鹿 児 島 で 経 験を 積 ん だ 山 本 選 手 の 活 躍に 期 待 で す 。

 １ 行 記 事 ３ 月 末 ま で の 予 定 だ っ た 香 山 公 園 （ 山 口 市 香 山 町 ７ ） に お け る 観 光 誘 客 事 業 「 昇 華 － ｓ ｈ ｏ ｕ ｋ ａ － 大 内 文 化 」 は 、 ５ 月 ６ 日 （ 月 ・ 祝 ） ま で 延 長 さ れ る 。

Ｑ ．

抗 肥 満 薬 と し て 承 認

さ れ た ウ ゴ ー ビ っ て ？Ａ
．
ウ ゴ ー ビ は 、 糖 尿 病

治 療 薬 の オ ゼ ン ピ ッ ク と全 く 同 じ も の で す 。
Ｇ Ｌ Ｐ

－

１ Ｒ Ａ と い

う 、 Ｇ Ｌ Ｐ

－ １ と い う ホ

ル モ ン の 類 似 物 で 、 食 欲を 抑 制 す る 作 用 が 減 量 につ な が り ま す 。 オ ゼ ン ピッ ク が １ ㎎ ／ 週 ま で な のに 、 ２ ・ ４ ㎎ ／ 週 ま で と量 が 多 い た め 、 よ り 強 い効 果 を 期 待 で き ま す 。
し か し 、 保 険 で 処 方 す

る に は 、  「 日 本 糖 尿 病 学会 ・ 内 分 泌 学 会 ・ 循 環 器学 会 い ず れ か の 専 門 医 がい て 、 同 学 会 の 教 育 認 定施 設 （ 専 門 医 育 成 施 設 ）で 、 複 数 の 医 療 ス タ ッ フに よ る 栄 養 ・ 運 動 指 導 がで き る 」 と い う 条 件 な ので 、 実 際 は 大 病 院 で な いと 満 た せ ま せ ん 。
ま た 、 患 者 側 に も 厳 し

い 条 件 が あ り ま す 。
ダ イ エ ッ ト 目 的 で 利 尿

剤 ・ 下 剤 ・ 甲 状 腺 ホ ル モン 薬 等 を 飲 む 人 が い ま した が 、 こ れ ら は 効 果 な いう え に 保 険 適 応 外 で 、 勝手 に 手 に 入 れ て 飲 む 、 と聞 け ば 大 多 数 の 医 師 は 止め て い ま し た 。
ウ ゴ ー ビ は 保 険 で 認 め

ら れ た 薬 で す が 、 実 際 には 使 え な い 状 態 で す 。 ダイ エ ッ ト に 保 険 は 使 わ せた く な い み た い で す 。

清 水

秀 樹

院 長

清 水 内 科 医 院Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ２ ５

－
２ ２ ８ ８
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